
最古のアジア人・最古の日本列島人 －その古さを測る－

人類の進化や日本人の起源を研究するには、その具体的な資料であり、様々な生命・生命体情報の

 宝庫として「化石となった生」とも言える古人骨を対象とした研究が不可欠である。そうした研究におい

 ては、資料の「古さを特定し、編年をおこなう」ことは「古人骨からのわかること」への基盤情報をなす。
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ジャワ原人の研究も
しています

このほか、
「葛生原人」
の年代測定
などから
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